
２ 選択研修  （５）人材育成支援コース 

～現場主義で改革・改善を心がけよう～

もっと現場を知る！職員短期派遣研修(県)
ＮＰＯ法人や公民館、住民自治組織など、多様な地域の担い手と相互に協力して、地域 

課題の解決や地域づくりに成果を発揮するためには、現場を知ることが第一歩です。 

到 達 目 標  地域に関する理解を深め、県民との連携・協働の必要性を理解する。 

講座のポイント 

ＮＰＯ法人、公民館、住民自治組織等での地域活動に従事し、自分の目で直接現場を見て、地域の声を

聴き、共感することで、地域住民と行政の相互理解と協働促進を図ります。 

日時   【全県】 平成３１年６月から１２月末までの間で、３日間から５日間 

日程は派遣職員と派遣先で調整して決定 

会場   【全県】 派遣先団体の事務所、活動場所等 

対象   一般申込枠・・・〈県〉全職員（ただし、原則として新規採用職員を除く） 

必修選択枠・・・〈県〉一般職員／主任前期／主任後期／企画員

内容   派遣先のＮＰＯ法人、公民館、住民自治組織等において、地域活動の補助業務に従事 

派遣先決定から受講までの流れ 

４月 

５月中旬 

５月下旬 

６月～１２月 

１月末 

研修職員募集（派遣先希望も併せて調査） 

派遣先の決定、通知 

説明会開催 

研修職員と派遣先団体で研修日程を調整 

研修期間 

報告書提出締切 

受講者の声 備 考  

関係者のみなさんは熱心に動いておられ、また大変な中でも笑

顔で対応されている姿は、見習うべきところがとても多くあっ

た。 

長年行っている事業を反芻しながらより良いものへと工夫し続

ける姿勢など、見習わなければと思った。 

研修参加により、障がい福祉を自分事として捉え、まずは身近

にできることから始めていきたいと思った。 

公民館は生涯学習の機会を提供するのみでなく、青少年の健

全育成や地域の安心安全などに係る多くの活動をしておられ、

地域にとってなくてはならないものだと改めて実感した。

原則として出雲地域及び隠岐地域

職員は出雲地域又は隠岐地域、

石見地域職員は石見地域で研修

を行います。 

前年度までの実績を、人事課ホー

ムページでご覧いただけます。 

もっと地域に飛び出す公務員になろう！ 


